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佐
野
記
念
病
院
（
以
下
、
当
院
）
は
大
阪
府
泉
佐
野
市
に

所
在
し
、整
形
外
科・脳
神
経
外
科
を
メ
イ
ン
と
し
た
急
性
期・

回
復
期
リ
ハ
病
棟
を
保
有
す
る
95
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

で
あ
る
。
中
小
規
模
病
院
で
あ
る
が
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

手
術
を
年
間
約
３
０
０
件
実
施
す
る
な
ど
、
整
形
外
科
で
年

間
約
２
０
０
０
件
の
手
術
を
提
供
し
て
お
り
、
整
形
外
傷
、

人
工
関
節
、
肩
、
脊
椎
、
手
の
外
科
、
脳
血
管
な
ど
の
分
野

で
専
門
性
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

　

急
性
期
病
棟
の
看
護
体
制
は
７
：
１
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
は
15
：
１
で
あ
り
、
病
棟
で
は
看
護
師
、
理
学
療
法
士

を
は
じ
め
と
す
る
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
看
護
助
手
、
管
理

栄
養
士
な
ど
が
勤
務
し
て
い
る
。
整
形
外
科
が
メ
イ
ン
の
病

院
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
急
性
期
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が

８
～
10
日
と
短
い
た
め
、
病
床
回
転
率
が
高
く
、
多
い
時
に

は
10
名
前
後
が
入
退
院
・
転
棟
し
入
れ
替
わ
り
が
頻
回
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
次
救
急
病
院
と
し
て
地
域
の
外
傷
・
脳
卒
中
患

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
よ
り

素
早
い
入
院
準
備
を
迫
ら
れ
る
た
め
、
患
者
情
報
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
当
院
に
お
い
て
も
入
院
患
者
の
高
齢
化
か
進
ん
で

お
り
、
75
歳
以
上
の
入
院
患
者
割
合
は
２
０
１
５
年
に
33
・

要
旨
：
当
法
人
の
理
念
「
三
方
よ
し
」（
患
者
、
地
域
社
会
、

職
員
・
グ
ル
ー
プ
、
す
べ
て
に
と
っ
て
良
い
こ
と
を
実
践
し

未
来
を
豊
か
に
す
る
）
に
則
り
、
職
員
が
よ
り
効
率
的
に
医

療
を
提
供
し
、
か
つ
患
者
の
ケ
ア
に
充
て
る
時
間
を
増
や
せ

る
か
を
、
全
部
署
で
事
業
計
画
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
見

守
り
機
能
や
業
務
効
率
化
を
目
的
に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
情
報
端

末
シ
ス
テ
ム
「H

ospit

（
ホ
ス
ピ
ッ
ト
）」（
エ
ジ
ッ
ク
ス
社
）

を
２
０
２
４
年
８
月
よ
り
導
入
し
、
患
者
・
職
員
の
視
点
か

ら
多
く
の
点
で
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
見
ら
れ
た

た
め
、
本
稿
で
報
告
す
る
。

５
％
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
４
年
に
は
49
・
８
％
に
上
昇
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
別
ケ
ア
や
見
守
り
が
必
要
と
な
る

患
者
が
急
激
に
増
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
２
０

２
４
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
「
身
体
拘
束
最
小
化
の
取
り

組
み
」
が
強
化
さ
れ
、
各
病
院
で
は
そ
の
対
策
も
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
院
も
例
外
で
は
な
い
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
電
子
カ
ル
テ
と
の
互

換
性
が
要
件
の
１
つ
で
あ
っ
た
。
当
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
と
し
て「New

tons2

」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
社
）

を
導
入
し
て
お
り
、
今
回
導
入
し
たHospit

は
、
電
子
カ
ル

テ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連
携
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

New
tons2

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
作
成
す
るview

デ
ー
タ
を

Hospit

が
参
照
す
る
形
で
患
者
情
報
を
取
得
し
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
に
設
置
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
院
患
者
情
報
を
反
映
す

る
（
図
１
）。

　

同
じ
よ
う
な
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
情
報
端
末
シ
ス
テ
ム
は
他
に

も
あ
る
が
、
当
院
でHospit

を
選
ん
だ
理
由
に
な
っ
た
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
を
、
以
下
に
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

１
．多
種
多
様
な
患
者
・
職
員
支
援
機
能
（
図
２
）

　

病
棟
で
は
、
看
護
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
手
元
に
常
に
電
子

カ
ル
テ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
る

ス
タ
ッ
フ
支
援
の
観
点
か
ら
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
設
置
さ
れ

て
い
るHospit

端
末
を
用
い
て
電
子
カ
ル
テ
と
同
様
の
操
作
・

業
務
が
一
部
可
能
と
な
っ
た
。

①
バ
イ
タ
ル
入
力

　

Hospit

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
管
理
画
面
か
ら
バ
イ
タ
ル
入

力
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
機
能
を
持
つ
デ
バ
イ

ス
を
用
い
る
こ
と
で
、
数
字
を
手
入
力
せ
ずHospit

に
か
ざ

す
だ
け
で
電
子
カ
ル
テ
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
（
バ
イ
タ
ル
情

全病棟に設置したベッドサイド情報端末システムの
導入目的と運用方法の検討及び効果と有用性

佐
野
記
念
病
院
の
状
況

図1　 Hospit端末を用いて電子カルテと同様の操作・業務が一部可能

図2　 Hospitの管理メニュー

図3　病室に設置したタブレットの付属カメラでHospitによる見守りができる

報
は
電
子
カ
ル
テ
に
連
携
し
自
動
反
映
）。

②
画
像
・
動
画
撮
影

　

H
ospit

を
取
り
外
し
、カ
メ
ラ
機
能
を
起
動
さ
せ
る
こ
と
で
、

画
像
や
動
画
を
撮
影
で
き
る
。
な
お
、
そ
の
デ
ー
タ
は
電
子

カ
ル
テ
Ｐ
Ｃ
端
末
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
な

H
ospit

の
管
理
画
面
か
ら
閲
覧
で
き
る
た
め
、
患
者
家
族
と

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
リ
ハ
ビ
リ
動
作
を
共
有
し
た
り
、

褥
瘡
委
員
会
で
創
部
の
経
過
を
確
認
し
た
り
す
る
な
ど
の
際

に
活
用
し
て
い
る
。

③
看
護
記
録

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
内
蔵
さ
れ
た
音
声
認
識
機
能
を
利
用
し
、

発
言
し
た
内
容
を
文
字
で
看
護
記
録
メ
モ
と
し
てHospit

に

残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
テ
キ
ス
ト
メ
モ
は
、
コ

ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
に
よ
り
電
子
カ
ル
テ
へ
の
記
事
記
載
の
簡

素
化
が
可
能
と
な
っ
た
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
・
集
計

　

患
者
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
記
載
が
で
き
る
。
入
力
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
はHospit

に
集

約
・
自
動
で
集
計
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
に
よ

る
出
力
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
紙
で
収
集

し
て
い
た
患
者
満
足
度
調
査
や
ご
意
見
箱
機
能
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
上
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
な
り
、集
計
作
業
を
削
減
で
き
た
。

⑤
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能

　

電
子
カ
ル
テ
と
連
動
さ
せ
た
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
各
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治
医
、
疾
患
、
病
名
な
ど
）
を
電
子
カ
ル
テ
で
選
択
す
る
こ

と
で
、
連
動
し
て
自
動
で
表
示
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
間
違
い

や
手
間
、
タ
イ
ム
ラ
グ
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
た
。

②
在
室
情
報

　

以
前
は
リ
ハ
ビ
リ
時
や
検
査
時
、
入
浴
時
な
ど
、
病
室
に

患
者
が
不
在
の
際
に
所
在
が
分
か
ら
ず
、
面
会
者
が
長
時
間

待
つ
、
検
査
が
遅
れ
る
、
院
内
を
探
す
手
間
が
多
い
な
ど
の

問
題
が
あ
っ
た
。Hospit

導
入
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で
病

室
を
離
れ
る
際
にHospit

上
で
不
在
理
由
を
選
択
す
る
こ
と

で
、
患
者
の
所
在
が
明
確
に
な
っ
た
。
な
お
、
画
面
の
掲
載

内
容
（
不
在
状
況
）
は
、
院
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
電
子
カ
ル

テ
で
確
認
が
可
能
で
あ
る
（
図
６
）。

③
病
棟
混
雑
情
報

　
当
院
で
は
、
病
棟
の
空
床
状
況
に
よ
る
入
院
の
可
否
を
赤・

黄
・
白
色
で
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
口
頭
で
の
伝
達
で

色
を
変
更
し
て
い
た
も
の
を
、
ホ
ス
ピ
ッ
ト
上
で
変
更
・
確

認
で
き
る
よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
変

更
を
外
来
の
電
子
カ
ル
テ
端
末
か
ら
確
認
で
き
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
入
院
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
他
、
担
当
者
が
色

を
変
更
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ロ
グ
と
し
て
残
る
た
め
、
ベ
ッ

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
で
適
切
な
判
断
が
で
き
て
い
る
か
の

事
後
検
証
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
院
で
は
前
述
し
た
通
り
、
患
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
個

別
ケ
ア
や
見
守
り
が
必
要
な
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、
看
護

師
業
務
の
圧
迫
が
見
ら
れ
て
い
た
。Hospit
の
導
入
は
、〟作

業
的
〝
な
業
務
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
で
、
よ
り
患
者

の
も
と
で
の
時
間
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ

の
改
善
の
１
例
と
し
て
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
の
取
り
組
み

を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　

回
復
期
リ
ハ
病
棟
は
病
床
数
42
床
に
対
し
、
日
勤
帯
の
看

護
師
が
平
均
６
名
体
制
で
あ
り
、
う
ち
１
名
は
数
名
の
患
者

を
見
守
る
担
当
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。Hospit

導
入
後
は
、

見
守
り
が
必
要
な
方
を
見
守
り
機
能
で
全
員
が
確
認
す
る
こ

と
で
、
そ
の
配
置
が
不
要
と
な
っ
た
。
結
果
、
見
守
り
の
た

め
の
人
員
を
院
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に
充
て
る
こ
と
が

種
検
査
予
定
、
リ
ハ
ビ
リ
予
定
、
手
術
予
定
）
が
、H

ospit

に
掲
載
さ
れ
る
。

⑥
そ
の
他

　

前
述
し
た
利
点
以
外
に
も
、
週
間
献
立
表
の
表
示
や
、
入

院
時
説
明
動
画
の
閲
覧
、
患
者
個
別
に
お
知
ら
せ
で
き
る
機

能
な
ど
、
患
者
支
援
機
能
が
豊
富
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

２
．見
守
り
機
能

　

各
病
室
に
設
置
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
付
属
し
て
い
る
カ
メ

ラ
で
、H

ospit

で
見
守
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
見

守
り
機
能
で
は
、
カ
メ
ラ
を
起
動
さ
せ
た
時
点
か
ら
動
き
が

あ
っ
た
場
合
に
、
電
子
カ
ル
テ
端
末
か
ら
体
動
ア
ラ
ー
ム
が

発
進
さ
れ
る
。
夜
間
に
お
け
る
少
人
数
体
制
の
際
に
、
見
守

り
が
必
要
と
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
患
者
の
見
守
り
機
能
を
起

動
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
体
動
や
立
ち
上
が
り
な
ど
が
あ
っ

た
際
に
通
知
で
き
る
（
図
３
）。

　

ま
た
、
体
動
時
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
時
点
の
画
像
が
静

止
画
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
転
倒
転
落
時
の
ベ
ッ
ド
周

辺
の
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
、
医
療
安
全
の
観
点
で
も
有
用

な
材
料
と
な
る
。
な
お
、
対
象
患
者
は
身
体
抑
制
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
随
時
必
要
な
方
の
み
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
患
者

同
意
に
つ
い
て
は
入
院
時
等
に
取
得
す
る
「
身
体
抑
制
に
関

す
る
同
意
書
」
に
て
カ
メ
ラ
で
の
見
守
り
を
行
う
こ
と
を
了

承
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

３
．多
様
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
対
応
可
能

　

H
ospit

で
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や
機
能
面
を
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が

可
能
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
示
す
。

①
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
表
示

　

当
院
で
は
、
今
回
の
導
入
に
合
わ
せ
てN

ew
tons2

の
看
護

指
示
を
改
修
し
、
患
者
ご
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
を
選
択

す
る
こ
と
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も
反
映
さ
せ
る
設
定
も
行
っ
た

（
図
４
、
図
５
）。
も
と
も
と
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
マ
グ
ネ
ッ

ト
で
掲
示
し
て
い
た
患
者
個
別
情
報
（
安
静
度
や
禁
忌
、
主

可
能
と
な
り
、
認
知
症
ケ
ア
の
質
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
無
論
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
看
護

師
が
共
同
で
行
う
取
り
組
み
が
多
い
た
め
、
そ
の
時
間
を
連

携
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
間
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

ま
た
、
患
者
及
び
家
族
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
成
果
と
し
て
は
、

面
会
時
の
患
者
の
所
在
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
で
確
認
で
き

る
こ
と
で
、
時
に
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
り
、
面
会
可
能
時
間
を
確
認
で
き
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、

在
宅
復
帰
と
満
足
度
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

当
院
で
は
、
２
０
２
４
年
度
はHospit

の
他
に
も
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
モ
バ
イ
ル
版
「New

tons M
obile2

」

の
導
入
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
全
員
へ
の
イ
ン
カ
ム
配
布
を
行
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
さ
ら
な
る
効
率
化
と
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
高
齢
社
会
と
な
り
、
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
の
ニ

ー
ズ
は
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
、
ま
た
診
療
報
酬
改
定

で
は
医
療
Ｄ
Ｘ
が
大
前
提
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
、
医
療
機
関
等
に
お
け
る
負
担
の
極
小
化
を
進

め
る
こ
と
に
よ
る
患
者
へ
の
還
元
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
ニ
ー
ズ
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
Ｅ
Ｓ
（
職
員

満
足
度
）
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
Ｄ
Ｘ
化
は
有
用
で
あ
る
と

当
院
で
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
の
先
駆
け
と
な
っ

て
新
し
い
モ
ノ
・
コ
ト
を
導
入
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

※　
　
　
　
　

※

岸
本
安
生 

（
き
し
も
と
・
や
す
お
）
●
90
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
13

年
関
西
大
学 

法
学
部
法
学
政
治
学
科
卒
業
。
同
年
エ
ー
・
ビ
ー
・

シ
ー
開
発
株
式
会
社
に
て
広
告
代
理
店
業
務
に
従
事
、
16
年
社

会
医
療
法
人
栄
公
会
に
て
病
院
運
営
や
シ
ス
テ
ム
管
理
、
広
報
、

採
用
業
務
に
従
事
、
25
年
同
法
人
本
部
課
長
、
現
在
に
至
る
。

中
村　

卓 

（
な
か
む
ら
・
す
ぐ
る
）
●
83
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
09

年
滋
賀
医
科
大
学 

医
学
部
医
学
科
卒
業
。大
阪
市
立
大
学
大
学
院
、

大
阪
労
災
病
院
な
ど
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。
24
年
社
会
医
療

法
人
栄
公
会
理
事
長
、
佐
野
記
念
病
院 

膝
・
股
関
節
セ
ン
タ
ー
長
。

医
学
博
士
。
日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
。
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
学
会
専
門
医
。
日
本
人
工
関
節
学
会
認
定
医
。

患者個別情報 選択画面

図4　患者ごとのパーソナルな情報選択をタブレットにも反映させる設定に変更

●導入前

●導入前

不在時

●導入後

●導入後

図5　ベッドサイドにマグネットで掲示していた患者個別情報を電子カルテで選択・連動して
自動で表示

図6　患者の不在状況を院内のHospit及び各電子カルテ端末から確認ができる

H
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果

今
後
の
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望


